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イタリア人が北海道に残した足跡は、

そう多くありません。その中で今回は、北

海道日伊協会の会員が実際に何らかの

形で触れ合ったり影響を受けた人物を選びました。調査

漏れやバランスを欠く恐れがありますが、そうであっても、

創立 40 周年にあたり、会員の肉声でその貴重な足跡を

記録し、振り返るのが特集の狙いです。 

登場人物は次の９人です。 

１、フォスコ・マライーニ（1912－-2004） 

文化人類学者、写真家、探検家、登山家。5 回来日

し、そのうち３回は目的地が北海道。 

２、フランコ・ヴェントーリ教授（ 1914－1994） 

著書に『百科全書の起源』の碩学。設立総会に臨席。  

３、レナータ・スコット（1934‐）札幌で 2度演奏会。 

４、サッカー「ラツィオ」のゼーマン監督（1947－） 

 キロロリゾートで合宿。 

５、石工ジョルジォ親方（1944－） 

アルテピアッツァ美唄の石舞台を仕上げる。 

６、パウロ・グレコ＆ピエルイージ・モンタニーニ 

建築設計士、美深・道の駅、美唄の幼稚園など設計。 

７、ガブリエル・トゥッチ（1925－）ソプラノ歌手、 

 札幌で公開レッスン。 

８、ファビオ・ランベッリ教授 

 札幌大学で 1999年から2010年まで教鞭。 

（文責・彦） 

創立 40周年記念祝賀会の栞 
 

祝賀会プログラム 

第 1部      フェスタ 

“イタリアのわが町 お国自慢” 
午後 3時～5時 

■ 故郷の紹介とお国自慢発表者  

  北海道在住のイタリア人 

南部、中部、北部の代表 4人。 

  それぞれスライドを使って発表後、討論、会場

からの質問に応える。 

■ コーディネーター マリアンナ・チェスパ 

（北大文学部博士課程、伊語教室講師） 

 

第 2部   祝賀パーティー 

午後 5時 30分～7時 30分 

■ 祝唱 ソプラノ 菅原利美（北海道二期会）     

ピ ア ノ 渡部麻千子 

■ 会 長 挨 拶 三部安紀子 

■ 来賓のお言葉 ドメニコ・ジョルジ駐日大使 

■ 乾杯、会食 

■ 40年の歩み スライドと解説 

■ カンツォーネを歌おう 

■ 閉会 

北海道日伊協会は 1974 年 6 月に設立されました。それから 40 年、今日 2014 年 9 月 20 日、創立 40 周年

を盛大に祝います。記念フェスタと祝賀の会にご出席いただきありがとうございます。この日をイタリアにつ

いての理解をさらに深め、日本との関係をより豊かにする次のステップとしたいと願っています。フェスタで

イタリアから北海道に来ている人たちの故郷自慢をたっぷり聴かせていただくと共に、この特集では、これま

で北海道を訪れたイタリア人との触れ合いから得たものを、当会員に振り返っていただきます。 

 

特 集 

9月20日 
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フォスコ・マライーニ （1912－2004）1938（昭和 13）年以来、3回来道 

文化人類学者、写真家、探検家、登山家。アイヌ民族の写真集を刊行、欧州にアイヌが先住民族であるこ 

とを公式に紹介した。登山家として、イグルー活用の冬山登山術をもたらした。 

彫刻家・安田侃さん は、「マライーニさんの言葉が私の道を開いてくれた」と語る。 

 
 

書
斎
か
ら
見
え
る
場
所
に
Ｋ
Ａ
Ｎ
の
彫
刻
を 

2000 年、フィレンツェ市と環境建築省、芸術文

化省は、それぞれが所管するフィレンツェの 8 つ

のルネサンス時代の広場を使う安田侃彫

刻大展覧会を企画した。大きな広場に、

例えばシニョリーア広場の真ん前に大き

な大理石の彫刻を置いた。 

それを見ていた人たちの一人が来て

「この彫刻があと 3 日あったら奇跡だと

思ってくれ」と言った。彫刻を置こうと

したところは、ミケランジェロも心酔し

たドミニコ会修道士サヴォナローラを火

あぶりにした場所。フィレンツェ中が怒

るだろう、と。 

その場所はさすがにずらしたが、8 つ

の広場に大理石の大きな彫刻を置いた。 

世界一アートの資産が豊かで、それだ

けに批評が厳しい街と言われるが、オー

プニングから１カ月間、フィレンツェの

新聞のあちこちにありとあらゆる表現で

悪口を書かれた。連日、新聞の１ページ

にＫＡＮの彫刻の写真と批判記事。 

「フィレンツェ市はミケランジェロを

屋根裏にしまう気か」 

「巨石がフィレンツェを襲う」・・・ 

私は悲しくなってピエトラサンタに戻

った。すると友達から電話があった。「Ｋ

ＡＮ、今日の新聞を見たか。素晴らしい

記事が出た」 

マライーニさんの受賞インタビュー記

事だった。娘のダーチャ・マライーニがイタリア

文学会最高のストレーガ賞を受賞したのに続いて、

本人も特別賞を受けた。 

「私は賞をローマでもらってきた。もし、フィ

レンツェ市が私に賞をくれるなら、ボーボリ公園

に近いこの書斎から見える彫刻を取り外してくれ。

そして、今展覧会をやっているＫＡＮの彫刻を、

見える場所に永久

設置してくれ」 

記事にはそう書

いてあった。この

記事の後、新聞の

悪口はピタッと止

まった。 

マライーニさん

は一介の日本人の

彫刻家を新聞で評

価してくれた。イ

タリア人のアート

に対する理解と懐の深さ。すごい経験をさせても

らった。あれだけ悪口を言われたが、展覧会が終

わった後、600 年前にできたボーボリ公園に 3 点の

作品が永久設置された。 

（会員、2014年 8月 14日、ドメニコ・ 

ジョルジ大使歓迎晩さん会でのスピーチ） 

 

マライーニの最初の来日は 1938（昭和 13）年、
妻子を伴って来札し、北大医学部解剖学教室の児
玉作左衛門教授の下で無給助手として研究活動。
白老、二風谷、美幌などでアイヌの踊りなど風俗
写真を撮影。1942年「GLI IKU-BASHUI DEGLI AINU」
（アイヌの髭揚箆）として刊行された。 
 また、登山家として著名で、1940(昭和 15)年 1
月 5 日、北大山岳部ペテガリ隊の 8 名が雪崩で遭
難死したとき、娘さんの病気で同行できず難を逃
れたが、遭難の考察から冬山登山で重い幕営装備
荷上げに代わるイグルーの活用を実用化した。北
大山岳部の冬山登山術として伝えられている。 
また、学生の発案で発足した外国人講師と学生

の親睦会に参加、この活動が特高の目をつけると
ころとなり「宮沢―レーン事件」につながった。 
戦後の 1953 年に再び来道、各地を巡ってアイヌ

民族の記録映画を撮影し写真集を出版、欧州にア
イヌが先住民族であることを正式に紹介した。 

1970 年の大阪万博ではイタリア館副館長として
再来日。1972 年の札幌冬季オリンピックにはイタ
リア選手団の役員として来札した。 

2002 年 4 月～6 月、北海道立文学館で企画展「フ
ォスコ・マライーニ写真展－東洋への道」が催さ
れた。    （参考：北大山岳部ブログなど） 
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支笏湖を訪れたヴェントゥーリ教授夫妻（中央）。右は 
外川初代会長、左ヴァンタッジ氏＝1974年 9月 27日 

 

フランコ・ヴェントゥーリ （1914－1994）トリノ大学教授、啓蒙思想の碩学。 

1974年来道。北大で講演し、当協会の設立総会に臨席。著書に『百科全書の起源』（1979年 叢書 ｳﾆﾍﾞﾙｼﾀｽ）など。

外川継男・初代会長 は「教授の来道予定が設立に踏み切る引き金になった」と述べている。 

 

設
立
総
会
に
夫
妻
で
臨
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北
大
で
は
二
つ
の
講
演
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１９７４年の６月１７日に当時

天使短大の教授で天使病院の

精神科の医長だった村田忠良

先生が、私が勤務していた北

大法学部付属のスラブ研究施

設にお見えになった。初代の

会長になっていただいて、夏

までにはなんとか日伊協会を

発足させたいというのが、ご趣

旨であった。 

もしこのとき私の頭にイタリア

のある歴史家、トリノ大学の

フランコ・ヴェントゥーリ教授のことのことがなか

ったら、きっと村田先生の申し出を引き受けるこ

とはなかっただろう。 

ヴェントゥーリ教授はロシアの人民主義につ

いて数年前に二冊の浩瀚（こうかん）な本を出

版されていて、先生ご夫妻は９月に来日される

予定で、そのおり１週間ほど札幌にも来て講演

をされると聞いていた。 

教授の祖父・アドルフォ・ヴェントゥーリはロー

マ大学の美術史の教授であり、さらにお父上の

リオネルロもトリノ大学の美術史の教授としてそ

の著作はひろく世に知られていた。ヴェントゥー

リ教授自身はロシアだけでなくフランスやイタリ

アの啓蒙思想についても多くのすぐれた研究

があり、その処女作は『ディドロの青春』であっ

た。また夫人はロシアの文学や思想の研究をさ

れていて、有名なラジーシチェフの『ペテルブ

ルグからモスクワヘの旅』をイタリア語に訳されていた。 

ヴェントゥーリ教授夫妻が千歳空港にお見えになった

のはそれから１ヵ月半ほどのちの９月２２日であった。この

とき教授は６０歳であったが、それよりすこし老けて見えた。

私は、北大文学部でイタリア近代史を研究していた北原

敦助教授と一緒に空港まで出迎えに行き、そのあと宿舎

である北大のクラーク会館へ送りとどけた。 

先生ご夫妻は29日ま

で１週間札幌に滞在さ

れ、この間24日には「ロ

シア人民主義研究の変

遷」について、28 日に

は「１８世紀の啓蒙につ

いて」という題で講演を

された。後者は北大文、

法、経３学部の教官が

参加する思想史研究会

の主催で、多くの研究

者が出席し、講演後質

問も沢山でた。２８日の講演会のあと、私と北

原君はご夫妻を狸小路の「えぞ御殿」に案内

し、北海道の海の幸と民謡でおもてなしした。 

日伊協会との関係で言えば、９月２５日に

教授夫妻を迎えて北海道厚生年金会館で

「北海道日伊文化協会」の設立総会が催され

た。おもなメンバーとしては村田忠良教授、

花田圭介教授（北大文学部）、北原助教授、

札幌交響楽団のコンサートマスターをされて

いた佐々木一樹さん、室木洋一教授（北大教

育学部）と北海道教育大学で彫刻を教えてい

た藤川叢三教授がいた。藤川さんは１９５９年

ころミラノのマリノ・マリ一二の研究所で学んで

いた。 

このあと２７日に私はナポリから北大にアイ

ヌ研究で留学していたアドリアノ・ヴァンタッジ

君と一緒にヴェントゥーリ教授夫妻を支笏湖

にご案内した。湖畔の風不死岳をじっとみつめていた教

授は、「あのくぼみをたどればほぼ１時間半で頂上まで達

するに違いない。戦時中レジスタンス運動に加わってい

た私は、妻と一緒にまったく道のない山を越えて村人を

驚かせたことがあった」と語った。 

   （名誉会員、北大名誉教授、会報 46 号から） 
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公演後、スコットさんとにぎやかに懇談＝1995年 9月 14日 

レナータ・スコット（1934 年―）1990年と 1995年の 2度、札幌でコンサート 

20世紀後半を代表する世界的プリマドンナ 

オペラ歌手 三部安紀子さん は留学先のイタリアでその芸術に魅了され、東京と札幌で芸術だけ

でなくその人柄に身近に接した。「憧れの人、理想の人、人生の師」と語る。 

イタリア・ローマに留学していた若い頃、レナ

ータ・スコットが歌うと聞いてはスカラ座の歌劇

場、野外オペラ劇場、小さな映画館等へと所謂追

っかけ。彼女はまだ若々しい 30 歳過ぎの頃。自分

の好きな心地良い表現力で、自由自在に音楽を操

っているのです。若かった私にはそれがとても新

鮮に思え、音楽の表現の深さに魅了され、音楽は

素晴らしい世界だと実感！ 

以来、今でも弟子達に「もしかすると、私たち

の理想を求める真の芸術は宗教より強いかもしれ

ない」と平気で口走っています。 

スコットは 1935 年 2 月 24 日イタリア・サヴォ

ナで生まれ。ミラノのヴェルディ音楽院で学

び、19 歳でミラノのテアトロ・ヌオーヴォ

で「椿姫」のヴィオレッタでオペラデビュー。

1957 年のエディンバラ音楽祭では「夢遊病

の女」のアミーナ役で大ヒット。デビューし

てわずか 3 年の 22 歳。それ以来、イタリア

の各劇場、ウィーン、パリ、1965 年にはニ

ューヨーク・メトロポリタン歌劇場で歌い続

けるのです。 

私が帰国して間もなくスコットが来日し、

東京の人見講堂で開かれた公開レッスンを

聴講しました。舞台上で数人のレッスンのあ

と、彼女はこう言いました。「オペラの舞台

に立つなら、どんな状況でもテクニックで声

を出さねばならない。たとえ演出家に体を逆

さになって･･･と指示されても、出てくる声

をコントロールするのが自分自身！」 

 そして自ら舞台上に横になり、一音の音を

保ちながら歌い続けました。舞台の下手から

上手へゴロリゴロリと体を回転しながら移

動。声は少しの「ぶれ」もなく！プリマドン

ナが自ら床に寝て発声のコーチをする事自体驚き

ました。感動でした。受講生は勿論、会場の人々

と温かい連携がもてた素晴らしい公開レッ

スンでした。 

そして私が札幌に居を持って間もない

1990 年 10 月、スコットが来札してリサイ

タルする･･･とのニュースです。現在北海道

日伊協会の事務所を置かせて頂いている㈱

ブライトサッポロの山田悦子社長の招聘。 

興奮のなかでその日を迎えました。 

第１回のコンサートは札幌教育文化会館、

２回目のコンサートは 95 年 9 月。サンプ

ラザ・ホールでしたが、聴衆は大喜びの歓

声、歓声！北海道日伊協会からの真紅のバ

ラを私が贈呈しました。20 年近い月日が経

っても彼女は健在、嬉しかったです。 

打ち上げも、行きつけのタベルナ・ラ・

ピアッツァでテーブルご一緒出来、私は大

満足！！会話は全く気取りがなく、「本番歌

う 5 時間前から一切食事しないわ！」とか

「ニンニクは大嫌いなの！」とイタリア人

らしからぬ話も聞くことが出来ました。充

実した札幌公演でした。 

（会長、北海道二期会理事長、みべ音楽院長。 

会報 51 号から） 
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ズデネク・ゼーマン監督 （1947年―）チェコ出身のサッカー指導者 

1994年、攻撃的なサッカーを買われてチーム再建中のセリエＡのラツィオ監督に就任、翌 95年、夏期合宿でキロ

ロ・リゾートにやってきた。カルチョ大好きな 水野雅人・松浦茂両会員 が果敢にインタビュー取材。 

 

 
 

攻
撃
の
人
、
確
信
に
満
ち
た
口
調 

SSラツィオ 
 

北海道日伊協会（以下「協会」） 今日はお忙しい中、イン

タビューの時間を取っていただきありがとうございます。

早速ですが、まず、キロロや北海道の印象は？ 

ゼーマン監督（以下「監督」）  涼しく、天候

にも恵まれ、気候が大変良いところだと感じ

ています。 

協会 今回の合宿の目的とその進歩状況に

ついて教えてください｡ 

監督 今回は、新シーズンに向けてのコンデ

ィション作りが目的ですが、すべてプログラム

どおりに進んでいます。施設も十分な設備が

備わっており申し分ない。問題と言えば蚊が

多いことぐらいかな｡（笑） 

協会 ラツィオの陣容と練習時間について。 

監督 スタッフを含め総勢３６人。練習は、午

前９時３０分から１１時３０分まで、午後５時か

ら７時までの１日２回行っています。休憩時開

は休んでいます。ただひたすら身体を休めて

います。 

協会 夜はどのように過ごすのですか。 

監督 休んでいます。トランプをしたり、おし

ゃべりをする程度かな。 

協会 イタリアからコックを連れてきているの

ですか？ 

監督 もちろん。食事は、スタッフが栄養のバ

ランスを考慮してメニュ一を作り、それをコック

が作っています。栄養のバランスとして完璧です。 

協会 コックを連れてきている理由は何ですか。やはり、

食べ慣れているということですか。 

監督 それは､地中海式の食事が一番身体に良いからで

す。栄養のバランスやその他を考慮しても身体に最適で

す。イタリア代表チームも遠征の際は必ずコックを帯同さ

せているし、セリエＡの他のチームも必ずコックを連れて

いっているはずです。 

協会 日本食はまだ食べていないのですか？ 

監督 まだ、食べていないです、食べてみたいとは思っ

ていますが・・・・ 

協会 話は変わりますが、目本のＪリーグの試合は見たこ

とがありますか。その印象についてどうですか。 

監督 テレビで１回観たことがあります。そのときは、良い

試合をしていると感じました、ただ、スピードとリズムが想

像していたものと違っていました。 

協会 現在、Ｊリーグには、スキラッチ選手･（ジュビロ磐 

田）、マッサ一口選手（清水エスパルス）と２名のイタリア 

人がいますが、セリエＡの他の選手が日本に来る可能性

はありますか。 

監督 そのような話はよく耳にします。日本のチームから

リクエストがあれば、数人はその可能性はあるでしょう。 

協会 最後に、北海道日伊協会の会員のみなさんにメッ

セージをお願いします。 

監督 日本とイタリアとは遠く離れているが、今回のキロロ

合宿のような新しい経験を積み重ねることによって、両国

の関係が一層深まることを願います。 

協会 今日はお忙しいところありがとうございました。 

 

理論派の監督らしい､理路整然とした確信に満ちた
口調が印象的でした｡特に私生活を含めて､合宿中は
サッカーだけに没頭するという姿勢がひしひしと感じら
れました。 
（1995年７月 28日赤井川村ホテルピアノで、 

文責・水野雅人、会報 11号から） 
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ジョルジョ・アンジェリ（1944～）1994年と 2003年の 2度来道 

安田侃の白大理石作品を全て手がけるトスカーナの石工職人。 

長男でマネジメント面から補佐する安田琢さんは、2人の絶妙なコンビぶりを見てきた。 

ア
ル
テ
の
大
理
石
舞
台
仕
上
げ
る 

若き日のジョルジョとＫＡＮ  

 

夏でも白い山肌がまぶしいトスカーナはカッラ

ーラの山々。そのカッラーラとともに石の町とし

て有名なのがピエトラサンタです。世界中から

様々な種類の石が集められ、建材や彫刻

に加工され、また世界中に送り出される。

多くのアーチストがこの町で制作をする

ため、石のみならずブロンズやモザイク

の工房も多数あり、石工職人ジョルジ

ョ・アンジェリの工房もそのひとつです。 

 ルネサンス時代から、石工職人は陰で

ミケランジェロなどの彫刻家を支えてき

ました。ジョルジョも 17歳から修行をは

じめ、代々磨かれてきたその職人技を引

き継ぎ、イサム・ノグチと長年仕事をし

ました。1972に独立、1974年に安田侃と

運命の出会いを果たし、以降 40年にわた

って、安田作品を手がけてきました。洞

爺湖畔の『意心帰』と『回生』、ＪＲ札幌

駅の『妙夢』、知事公館の『意心帰』、創

成川公園の 4 作品など、道内にある安田

侃作品もすべてジョルジョの協力で産み

出されたものです。 

 1994 年 12 月、初めて北海道を訪れま

した。安田が美唄市と少しずつ整備をす

すめていたアルテピアッツァ美唄に、白大理石で

つくる石舞台を完成させ

るためで、甥のヴァレーリ

オが一緒でした。 

雪の中、様々にカットし

た形の違う大理石の板 90

枚を組み合わせる厳しい

作業。緩やかな丘の中腹に、

幅 18㍍、奥行き 10㍍の一

枚の巨大な石板のような

ステージに仕上げました。

完成を記念する「邦楽の夕

べ」で、演奏の合間に登壇、ＫＡＮとともに大理

石を彫り続けた日々や作品にかける熱い思いをと

つとつと語りました。 

 二度目の来道は 2003年の初夏。北海道立近代美

術館とアルテピアッツァ美唄で行われた「安田侃

の世界〜天にむすび、地をつなぐ〜」展のオープ

ニングでした。多くの大理石の作品を興奮気味に

囲むファンやサポーターたち。式典の挨拶で「Ｋ

ＡＮの彫刻が素晴らしい場所に置かれ、多くの人

に愛されているのが今回わかり、とても嬉しい」

と控えめに涙ぐみながら語ったジョルジョこそ、

真の職人と呼べるのではないでしょうか。 

（NPOアルテ理事） 

㊦
北
海
道
新
聞
１
９
９
４
年
１
２
月
記
事 
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パウロ・グレコ 

ピエルイージ・モンタニーニ 

 幸正和典さん は年下の同僚として、初めて接するイタリア人に戸惑いながら多くを学んだ。 

建築設計士。㈱宮川建設の招請で来札 

道内にユニークな建築を残す 

グレコさん    モンタニーニさん 

幼
稚
園
や
同
窓
会
館
を
設
計 

古
城
イ
メ
ー
ジ
の
道
の
駅
も 

㈱宮川建設は、創業社長が設

計デザインによりブランド力を

高めようと、1990年（平成２年）

イタリアのローマから建築士２

名を招聘しました。当時の私は

入社１年目の新入社員。会社組

織に慣れようとしている時、初め

て出会ったイタリア人。イタリア

人気質に触れ、それはもう大変。 

パウロ・グレコ氏は、小太りの陽気なイ

タリア人。ピエルイージ・モンタニーニ氏

は、背が高く柔道をしていただけにガッチ

リ型。伸ばした髪を後ろに束ねたインテリ

風です。お二人とも英語は通じるのですが、

こちらは日本語限定。コミニケーションに

は本当に困りました。突然イタリアから日

本の北方の島北海道に来てしまった2人も

同じだったでしょう。彼らのストレスが軽

減されることを願い、当社と北海道日伊協

会との交流が始まりました。協会の方々に

は本当に色々教えていただきました。 

当社に在籍中の作品としては、グレコ氏

の作品が道北の中川郡美深町にある道の駅

「双子座館」（写真㊦左）。中世ヨーロッパ

の古城の城壁をイメージしたデザイン。石造り風の外

観が緑の背景に浮かび上がります。この建物がイタリ

アの建築雑誌に紹介されて驚きました。 

もうひとつグレコ氏の作品。建築ではなく元大関魁

皇の化粧まわしです。確か魁皇関が関脇時代に、当社

社長が友綱部屋の後援会に入っていたので、グレコ氏

にデザインさせた化粧まわしを

贈りました。鮮やかな青い富士

山の陰から旭日が昇っているデ

ザイン。テレビにもよく映りま

したが、残念なことに海外遠征

時に荷物が火災にあい焼失した

とニュースで見ました。 

モンタニーニ氏の作品は、美

唄市などにあります。ひとつは美唄工業高校

の同窓会記念会館。工業高校は廃校になりま

したが、美工記念会館として残っています。 

もう一つは美唄アカシヤ幼稚園です（写真

㊦右）。当時ではまだ珍しいガラス面の多い建

物で、赤青黄の原色がアクセントになってい

ます。カトリック系の幼稚園ですので、プレ

イルームの円形にデザインされたステージの

上には、マリア像があり礼拝堂の雰囲気も表

現されています。今でも目を引く建物です。 

二人のイタリア人建築家の残した足跡がま

だ健在なのは嬉しい限りです。二人には本当

に良い仕事をして頂きました。 

二人とも、在籍の間はよく日伊協会のパー

ティーなどに参加、交流を楽しんでいました。

そんな彼らのおかげで、当社は 1994 年から

2006年までの 12年間、北海道日伊協会の事務局とし

て、折からのイタリアブームの中で沢山のイベントを

手掛けました。この間、日本におけるイタリア年も経

験、漫画家ヤマザキマリさんとの出会いもありました。

北海道にイタリア人が増えてきたことは嬉しい事です。 

（監査、㈱宮川建設 総務経理部課長） 

7



ガブリエラ・トゥッチ （1929―） 往年の名ソプラノ歌手。イタリアオペラ団で度々来日 

2012年 12月、札幌市で声楽家のための公開レッスン 

オペラ歌手 延与幸恵さん は全国 6 カ所で行われたレッスンを札幌会場で受けた。歌うテクニックと教え

る厳しさに強い刺激を受け、学び歌う意欲に火がついた。 

 

 
 

「

歌
い
手
は
死
ぬ
ま
で
勉
強
な
の
で
す
」 ガブリエラ・トゥッチ先生㊤ 

㊦はステージで歌う延与幸恵さん 

2012年12月14日、ガブリエラ・トゥッチ先生の公開レッ

スンのマスタークラスを受ける機会をいただきました。曲

はベッリーニ作曲 歌劇「夢遊病の

女」のアミーナのアリア“Oh! Se una 

volta sola rivederlo io potessi  ～ 

Ah, non credea mirarti”. 会場は札

幌市教育文化会館でした。 

受講生は全部で５名、

一番若い子は大学生。そ

して最年長は私。偉大な

ソプラノ歌手の教えを受け

られる歓びとともに押し寄

せる「最年長」のプレッシ

ャーの波にアップアップし

ながらその日を迎えまし

た。 

今回のレッスンで特に

重要視されたのはイタリア

語をどう歌えばイタリア語

として聞こえるかということ。

わかっているつもり、発音

しているつもりでも観客に

そう聞こえなければ伝わら

ないし、逆に言えば、イタ

リア語をきちんとさばくこと

ができれば歌の表現もグ

ンと深くなる。一人 35 分の持ち時間。神経を研ぎすまし

て先生の歌い方、言葉のさばき方をまねする。母音の色、

言葉のつなぎ方、運び方、ブレスの取り方・・・。気がつけ

ばプレッシャーは消え、観客の存在を忘れている自分が

いました。オペラや歌曲でイタリア語の読み方は知って

いますが、イタリア語の会話や文法は最近習い始めたば

かり。まだまだ単語が少し聞き取れるくらいで、たよりは森

田有香さん（会員）の通訳のみ。彼女の簡潔で的確な通

訳（Brava!!）とトゥッチ

先生の実演のおかげ

で、多くのことを学ぶ

ことができました。 

さて、公開レッスン

のしめくくりに先生が

おっしゃったのは「私

たち歌い手は死ぬま

で勉強なのです」と

いう言葉。 

まさにその通り。

私自身も歌を始めて

から 30 年、まだその

先を見たい、もっとう

まくなりたいと思う気

持ちは持ち続けてい

ます。年齢的な衰え

を感じないわけでは

ありません。若くなけ

ればできないこともあ

るでしょう。しかし、こ

の年齢になったから

こそ見えて来たもの、感じるもの

があることも事実です。そしてこう

して学んだことを次の世代に伝えていく為には、自分自

身がさらに学び、歌い続けていかなければ教えられない

と思いました。 

世界の第一線で輝き続け、歌ってこられたトゥッチ先

生のオーラを浴びつつ、こうしてレッスンしていただけ

たことに心から感謝しています。 

（会員、北海道二期会、会報 46号から） 

 
 

オ
ー
ラ
を
浴
び
て
深
ま
る
発
音
と
表
現 
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山田 晋筰理事

 ファビオ・ランベッリ 1999年－2010年、札幌大学教授として教鞭 

専攻は比較宗教史・記号論。北海道日伊協会のサローネ・ディタリアなどに登場すること 7回にわたる 

事務局を担当する が、先生の協会への一方ならぬ貢献への感謝を述べる。 

イ
タ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
深
く
修
正 

ファビオ・ランベッリ先生(現カリフォルニア大

学サンタバーバラ校教授)は 1999(平成 11)年から

2010(平成 22)年まで、札幌大学文化学部に在

籍されました。 

会報 Vol.15（25 周年記念誌所収）は着任に

先立つ 1997 年 6 月、札幌大学で行われた先

生の「イタリア的考え方」(ちくま新書、1997

年 )出版記

念講演を、

掲載してい

ます。 

札幌大学

文化学部長

の山口昌男

教授 (のち

学長)から、

当時の事務局を支えたヤマザキマリさんに、

お招きの連絡が入り、会の“山口人脈”との

豊かな交流が始まりました。 

当会は、早くも SALONE D’ITALIA の講

師を、同月 28 日にお願いしています。題し

て「21 世紀の日本はイタリアに何を学ぶか」。

イタリアブームの時代。先生は「地方都市に

行って、観光用に作られていない地の部分に触

れてからでないと、本当のイタリアを見たとは

言えない」「イタリアにあるのは…一律した情

報に対する批判性、批判の精神だ」「ストライ

キが頻繁にある。高校生でも…」「上にいる人

たちにとって一番やり易いのは日本の人たち

だ…」など、私たちがイタリアに抱いていたイメ

ージを、ソフトにしかし深く修正していくのです。 

05 年、講談社から出版された“イタリア的 「南」

の魅力”は、気質・食・宗教観・政治・悲観主義、

の項目ごとに、由縁と背景を詳しく解明、読者に

国家・社会のあり方についてイタリアの優越性を

暗示する実践的な著作となっています。先生は、

グローバリゼーション、ナショナリズム、強い政

治的リーダーシップの必要性について懐疑的です。

「イタリアの場合は、国家を媒介にしないでも、

地域に根付いた個人や集団が国際的につながる

事が出来た。これはもしかすると日本が将来歩

むべき道かもしれない」と。 

7 つの章から構成されている同書で一番ボリ

ュームがあるのが、第 3 章歌うイタリア「イタ

リアンポップスの深く多彩な世界」。66 頁を費

やし「イタリアの歌は、イタリア文化に根差し

た･･･観念の倉庫･･･総合的な文化現象･･･共同

体的なアイデンティティのシンボル･･･近代イ

タリアの文化史…」と説き、代表的シンガーソ

ングライターの列伝に及んで、読者の知見を広

めてくれます。専攻の記号論を縦横に駆使して

の文体も、気合いが入っています。サックス奏

者として知られた教授の面目躍如。二次会での

ご披露演奏、思い出します。 

私どもが事務局をお引受して以降も、先生と

当会は琴瑟相和（きんしつあいわす）のいい関

係。08 年から 13 年まで、総会卓話を含め

SALONE などでの登場 7 回に及びます。「イタリ

アの休みの文化」「死都ゴモラ＝ナポリのカモッラ」

（写真は村田邸での講義風景 ）「日伊の宗教観比

較」「イタリアの原発問題」「アメリカに移って」

などどれも印象的。09 年札幌大学での伊政府助成

「伊語特別集中講座」は先生のご要請でお役に立

てました。        （事務局担当理事） 
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創立の理念は「文化」 

村田 忠良  

札幌に北海道日伊協会の親 

善協会を創ろうと決心した時 

の、弾んだ心を想い出してい 

ます。札幌の日伊協会は全国 

で６番目だったでしょうか。 

創立時に北海道日伊文化協会としたのは、純粋に日伊の

文化を通しての親善・民間外交の成果を積もうという想い

を表明したかったからでした。 

トルネッタ大使の時（1978 年）に初めて、各地の協会

の連盟づくりのための総会が開かれました。そして、他の

協会に揃えることで「文化」の字を外したのでしたが、私

たちの主張は高い評価を受けました。そして、その理念は

今も健全に生きていると思います。 

（創立者、1978年から 94年まで会長。 

「創立 25周年に寄せて」から抜粋） 

北海道日伊協会 40 年の歩み（抄録） 

1974（昭和49）年6月28日 

北海道日伊文化協会発足（事務局・天使病院） 

 名誉会長 阿部文雄 会長 外川継男 

 理事長 村田忠良 

9月 25日 設立総会（北海道厚生年金会館） 

75（昭和50）年7月 19日 

 第1回イタリア文化の夕べ（札幌市北区民センター） 

76（昭和51）年 

 北イタリア（フリウリ地方）震災義捐金を聖ダニエル市

民病院へ贈呈 

78（昭和53）年4月 24日 

名称変更 「北海道日伊協会」に。全国の日伊協会と名

称統一のため 

 7月 28日 年度総会で役員改選 

  会長 村田忠良 代表理事 城丸 隆 

79（昭和54）年５月1日  

 創立 5周年記念パーティ－（札幌パークホテル） 

 来賓 ヴィチェンツォ・トルネッタ駐日大使、 

ピエロ・コッラディーニ・イタリア文化会館館長 

81（昭和56）年2月 イタリア南部地震義捐金77万8884

円を日伊協会連合を通じてイタリア政府に贈る 

82（昭和57）年４月15日  

 入賞記念カクテル・パーティー（BARやまざき） 

 アマロッテ・ディ・サローノ国際コンテスト入賞の山崎

達郎会員を祝して。 

84（昭和59）年6月 札幌国際見本市に協賛参加 

12月 1日 創立 10周年記念式典（札幌パークホテル） 

来賓 マルチェロ・グィディ・駐日イタリア大使 

   トロッタ・デマルキス・イタリア文化会館館長 

85（昭和60）年7月 10周年記念誌発行 

90（平成2）年 12月 1日 新生総会（道婦人文化会館） 

 役員改選  

名誉会長 パルトロメオ・アットリコ駐日イタリア大使 

特別顧問 阿部文雄、顧問 黒田一秀、室木洋一 

会長 村田忠良  名誉会員 外川継男 

91（平成3）年3月 9日 ユニバシアード冬期札幌大会 

イタリア選手との交歓会（㈱宮川建設） 

4月 27日 年度総会 事務局移転  

㈳北海道家庭生活総合カウンセリングセンターに。 

12月 5～10日 大イタリア博（さっぽろ丸井デパート） 

      イタリア政府観光局の協力要請で会員を派遣 

92（平成４）年2月22日 理事総会・新年会  

 名誉会長就任 パオロ・ガッリ駐日イタリア大使 

94（平成6）年2月 4日 創立 20年記念行事 

イタリア大使ご夫妻を囲む晩さん会（京王プラザホテル） 

 さっぽろ雪まつりサンマルコ広場引き渡し式 

 2月24日 村田忠良会長に第9回北海道国際文化交流賞 

 5月 6日 創立 20周年記念講演会・年度総会 

役員改選 会長 米坂ヒデノリ 副会長 北原敦 

 事務局移転 ㈱宮川建設へ 

 村田忠良前会長に「創立者（Fondatore）」の称号授与 

 20周年記念旅行会「南イタリア紀行 ラ・ストラーダ」 

95（平成７）年9月 第1回実用イタリア語検定 

98（平成10）年7月 18日 13回サローネ・ディタリア 

「アルテ・ピアッツァ 現代彫刻と音楽のひととき」 

99（平成11）年10月 24～31日 創立 25周年記念イタリ

ア旅行「イタリア人も憧れるイタリア 8日間」 

11月 13日 創立 25周年記念行事「Viva L'Italia」 

シンポジウム「日本とイタリの比較文化」（サッポロル

ネッサンスホテル） 

2002（平成 14）年 9 月 23 日 第 17 回サローネ・ディタ

リア イタリア家庭料理をつくろう（第１回）「ピエモン

テ州バーニャカウダをつくろう」講師：松田真枝（於札

幌市女性センター＝05年まで20回開催 

04（平成16）年8月 28日  創立 30周年記念講演  

「イタリア料理がもっと面白くなる話」長本和子氏 
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総会や「イタリア文化の夕べ」「サローネ・ディタリア」
などのイベントは、一部省略しています。 

29日 30周年記念ツアー「サグラ・ディ・ホッカイドウ

（北海道で味わうイタリア収穫祭）」 (千歳・リストラン

テ・エ・ナオ） 

06（平成18）年12月5日 米坂ヒデノリ会長の北海道文

化賞受賞を祝う会（札幌大通美術館） 

08（平成20）年6月 24日 ） 

再生年度総会（札幌グランドホテル） 

新役員 会長・三部安紀子 

副会長 善養寺圭子、松浦茂 

米坂ヒデノリ前会長（写真左）は  

名誉会員に。会報発行を再開 

事務局移転 ㈱ブライトサッポロに 

8月 30日 創立者・村田忠良さん逝  

去。77歳（葬儀は9月3日、豊平区むすめやホール平岸） 

11月 22日 サローネ・ディタリア「イタリアの休みの文 

化」ファビオ・ランベッリ教授（シェラトンホテル） 

12月 伊語教室講師にマリアンナ・チェスパさん加わる 

09（平成21）年 6月3日 年度総会・サローネ・ディタ

リア「イタリア食文化紀行」タベルナ・ラ・ピアッツァ・

オーナー藤木茂会員 

■サローネ・ディタリア 「イタリア スケッチ旅行の楽 

しみ」版画家・渡会純价氏（ 5月 19日） 

「小説『死都ゴモラ』の世界」ランベッリ教授（3月1日） 

「革絵の楽しみ」革絵作家・喜井豊子会員（9月13日） 

カルナバル ①2 月 22 日(ぶどうや) ②23 日（札幌グラ

ンドホテル・ビッグジョッキ） 

5月 中部ラクイラ地震(死者90人以上、建物被害1万5000 

棟）への見舞金を大使館に送る 

11 月 13日 トリノ工科大学と北大の提携開始シンポジウ

ムに出席した伊大使館のアルフレード・ドゥランテ・マ

ンゴーニ公使と協会の三部会長ら5人が朝食会。 

10年（平成22）年  

1月 23日 臨時総会・新年会(グランドホテル） 

6月 21日 年度総会 （かに本家）三部安紀子会長再選 

7月 3日―8月 22日 大ローマ展（道立近代美術館）。ヴ

ィンチェンツォ・ペトローネ大使ご夫妻が来道、オープ

ニングに臨席した。マリアンナ・チェスパさんは大使挨

拶の通訳のほか、この展覧会のための道新記者の現地取

材に通訳・ガイドとして同行するなど活躍した。 

8 月 7日 サローネ・ディタリア「サ

ルディニアとシチリアの旅から」北

原敦・北大名誉教授（事務局） 

11（平成23）年 1月23日 臨時総会・

新年会(グランドホテル） 

 山崎達郎さんは日本バーテンダー協

会の最高名誉賞「ミスター・バーテ

ンダー」を受賞（10年 10月）、安田侃さんは「第 64回

北海道新聞文化賞（社会部門）」を受賞（11年11月4日）、

三部安紀子会長は「札幌芸術賞」を受賞、と会員の晴れ

の受賞が相次いだ。 

7月8日 総会・サローネ・ディタリア「イタリアの原発問題」ラン

ベッリ教授 

11月21日 イタリア統一150年記念講演会  サローネ・ディ

タリア「安田侃が語るイタリア生活 45 年」(札幌テレビ塔 2

階ホール）を開催（北を語る会と共催）。札幌市の中心

部に大型の大理石やブロンズの彫刻 22 体

を配した野外彫刻展『街に触れる』（9月3

日―11月20日）に呼応して 

12（平成 24）年 3月 20日 退職し離道す

る古賀弘人・北大名誉教授のさよならサロ

ーネ・ディタリア「最近のイタリア映画」

開く。最近観たという30作品のリストを示

し「映画はもう一つの現実。イタリア映画

は、人間の肌触りがよく出ていて好き」と語る。 

 総会・サローネ・ディタリア「イタリアワインの魅力」

関岡錬・モンテ物産札幌支店長 

 新役員 副会長 金子国彦、米倉紘一 

 11月 9日 第 1回サローネ CINEMA開く。『星降る夜のリ

ストランテ』。金川道子会員（現理事）が解説を担当。

ワイン、軽食付き。伊藤元直会員のサックス演奏。 

13（平成25）年 2月 21日 公式ホームページ公開 

3月 24日 サローネ・ディタリア「イタリア語で語るイタ

リア文化」マリアンナ・チェスパ・伊語教室講師（ト・

オン・カッフェ） 

4月14日NPO法人アルテピアッツァ美唄の北海道地域文化 

選奨と第3回地域再生大賞優秀賞受賞記念 安田侃講演

会「トスカーナ 小さなまちの地方文化の発祥地」(ア

ルテピアッツァ美唄)を後援。会員多数がアルテへ 

5月24日 イタリアワインと友達に―第1回サローネVINO

開く。協力・エノテカ＆ケーシーズ（ラ・ヴェネツィアーナ） 

■サローネ・ディタリア 「アメリカから見た日本とイタ

リアの比較」ファビオ・ランベッリ教授（7月17日） 

「イタリア映画の今と昔」北原敦北大名誉教授（8月10日）

「ラ行の音を発音してみよう」松浦茂会員・伊語教室講師

（8月 24日） 

■サローネCINEMA 「ベリッシマ」(3月20日）、「ミルコ

のひかり」（7月26日） 

14（平成 26）年 6月 15日 創立 40周年記念サローネ・デ

ィタリア「イタリアの幼児教育 レッジョ・エミリア・ア

プローチ」杉下裕樹氏（かでる２・７） 

7月 8日 総会・サローネ・ディタ  

リア「留学生特別対談 イタリア  

の街・家族・愛」マリアンナ・チェ

スパ北大大学院博士課程（写真左）、

ルーカ・グアダニュオーロ北大文学

部（同中央） 

■サローネ CINEMA 「ふたりのトスカーナ」（2 月 7 日）、

「神の道化師 フランチェスコ」(6月10日） 
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ジョルジ大使ご夫妻 Benvenuti in Hokkaido! 
 

  

創立 40周年にあたり、皆様にご協賛

をお願いたしましたところ、8 月末で 442,000 円のご寄付

を頂いております。厚くお礼申しあげます。なお、ご意

志をお持ちながら、お手続がまだの方のために、いつで

も受付ておりますので、お覚え下さい。（1口 2000 円） 

お振込先は、「北洋銀行 本店営業部（店番 028） 

普通 1541747 ホッカイドウニチイキョウカイ」です。 

 

大倉ジャンプ競技場 表彰台でご機嫌 

ご協賛のお礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

歓迎晩さん会 三部安紀子会長の歓迎挨拶＝札幌グランドホテル 

㊦協会のメンバー35人が集い、スピーチと料理を楽しんだ 
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印刷所 柏楊印刷株式会社 〒007-0802 札幌市東区東苗穂 2条 3丁目 4-48  電話 011-789-2377 FAX 011-789-2376 

ご協賛いただいた方々（順不同、敬称略） 

川端昌子 田中仁美 森田えみこ 石田咲子  
山崎達郎 田邉愛子 小助川克顕 葉柴京子  
菅原明子 三宅尚子 幸正和典 北島睦男  
米倉紘一 塩田美代子 西雪弘光 稲森孝二 
勝山 久 北原 敦 金川道子 山田晋筰  
三部安紀子 金子国彦 ㈱ブライトサッポロ 
㈱札幌丸井三越 札幌グランドホテル  
宮田屋珈琲 ㈱宮川建設 ㈱イーストン 

 

8月 14日- 18日 
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